
現職で担当している業務内容について

羽田空港アクセス鉄道において、国が整備する空港島内の
駅やトンネルの躯体部分などの鉄道基盤施設に係る調整業務
等を行っております。

入省後、苦労した点や仕事のやりがい

前職での経験が入省後の業務に活きた事例

H31.4 民間企業 入社

・列車制御システム（保安装置）

・駅設備関係等 

R6.10 入省、鉄道局技術企画課 主査

・鉄軌道のバリアフリー化に関する業務

・GXに関する官民研究会の立ち上げ等

R7.4 大臣官房公共事業調査室 係長

（総合政策局技術政策課併任）

・公共事業評価

・省内各局（港湾/航空/鉄道局等）取り纏め

（防災・減災、国土強靱化、観光、

インフラメンテナンス、建設リサイクル等）

R8.4 現職

これまでのキャリアパス

鉄軌道事業者だけでなく、車椅子団体や学識経験者等、
様々な関係者とコンセンサスを取りながら、難易度の高い課
題を解決する場面で苦労することもありましたが、鉄道駅な
どのバリアフリー化の推進により、全ての方が鉄道を安全・
安心に、円滑に利用できるよう、一歩前進したと感じる瞬間
ではやりがいを感じました。

※本スライドの記載内容は2026年6月時点のものです。

法律案や予算案、国会答弁の原稿作成など、業務内容は
多岐にわたり、常に学び続ける姿勢が求められる中、鉄道
車両に関する知識（自動運転、新技術など）、駅設備に関す
る知識を活かし、特に事務系職員に説明しながら連携して
仕事を進めるタイミングで、これまでの様々な現場での経験
が役立ったと感じております。

関東地方整備局 東京空港整備事務所 事業調整課 
岡村係長（令和6年入省）
前職：鉄道関係(列車制御システム、駅設備関係等）

駅ホームや車両を活用した視覚障害者の歩行訓練運営の様子
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